
第 3章  組 合 員 

 

（組合員の資格） 

第 8条 本組合の組合員たる資格を有する者は、次の各号の要件を備える 

小規模の事業者とする。 

（1）神奈川県企業庁水道電気局指定給水装置工事事業者又は平塚市公共下水道指定工

事店であって、かつ、給排水・衛生設備工事業を営む事業者であること 

（2）組合の地区内に事業場を有すること 

(加 入) 

 第 9 条 組合員たる資格を有する者は、本組合の承諾を得て、組合に加入することがで

きる。 

 2 本組合は、加入の申し込みがあったときは、理事会においてその諾否を決する。 

（加入者の出資払込み） 

 第 10 条 前条第 2項の承諾を得た者は、遅滞なく、その引き受けようとする出資の全額

の払い込みをしなければならない。ただし、持分の全部又は一部を承継することによ

る場合は、この限りではない。 

（相続加入） 

 第 11 条 死亡した組合員の相続人で組合員たる資格を有する者の 1 人が相続開始後 30

日以内に加入の申し出をしたときは、前 2条の規定にかかわらず、 

  相続開始のときに組合員になったものとする。 

 2 前項の規定により加入の申し出をしようとする者は、他の相続人の同意書を提出しな

ければならない。 

（自由脱退） 

 第 12 条 組合員は、あらかじめ組合に通知したうえで、事業年度の終わりにおいて脱退

することができる。 

 2 前項の通知は、事業年度の末日の 90 日前までに、その旨を記載した書面でしなけれ

ばならない。 

（除 名） 

 第 13 条 本組合は、次の各号の 1に該当する組合員を除名することができる。 

  この場合において本組合は、その総会の会日の 10 日前までに、その組合員に対しこの

旨を通知し、かつ、総会において弁明する機会を与えるものと   する。 

 （1）長期間にわたって本組合の事業を利用しない組合員 

 （2）出資の払い込み、経費の支払いその他組合に対する義務をおこたった組 

合員 

 （3）本組合の事業を妨げ又は妨げようとした組合員 

 （4）本組合の事業の利用について不正の行為をした組合員 



 （5）犯罪その他信用を失う行為をした組合員   

（脱退者の持分の払戻し） 

 第 14 条 組合員が脱退したときは、組合員の本組合に対する出資額（本組合の財産が出

資の総額より減少したときは、当該出資額から当該減少額を各 

  組合員の出資額に応じて減額した額）を限度として持分を払い戻すものとする。ただ

し、除名による場合は、その半額とする。 

（使用料又は手数料） 

 第 15 条 本組合は、その行う事業について使用料又は手数料を徴収することができる。 

 2 前項の使用料又は手数料の額は、規約で定める額を限度として、理事会で定める。 

（経費の賦課） 

 第 16 条 本組合は、その行う事業の費用（使用料又は手数料をもって充てるべきものを

除く。）に充てるため組合員に経費を賦課することができる。 

 2 前項の経費の額、その徴収の時期及び方法その他必要な事項は、総会において定める。 

（出資口数の減少） 

 第 17 条 組合員は、次の各号の 1に該当するときは、事業年度の終わりにおいてその出

資口数の減少を請求することができる。 

 （1）事業を休止したとき 

 （2）事業の一部を廃止したとき 

 （3）その他特にやむを得ない理由があるとき 

 2 組合員は、前項の請求があったときは、理事会において、その諾否を決する。 

 3 出資口数の減少については、第 14 条（脱退者の持分の払戻し）の規定を準用する。 

（届 出） 

 第 18 条 組合員は、次の各号の 1 に該当するときは、7 日以内に本組合に届け出なけれ

ばならない。 

 （1）氏名、名称または事業を行う場所を変更したとき 

 （2）事業の全部又は一部を休止し、若しくは廃止したとき 

 （3）資本の額又は出資の総額が 1億円を超え、かつ、常時使用する従業員の  

   数が 300 人を超えたとき 

（過怠金） 

 第 19 条 本組合は、次の各号の 1に該当する組合員に対して、総会の議決により、過怠

金を課することができる。この場合において、本組合は、その総会の会日の 10 日前ま

でに、その組合員に対してその旨を通知し、かつ、総会において、弁明する機会を与

えるものとする。 

 （1）第 13 条第 2号から第 4号までに掲げる行為のあった組合員 

 （2）前条の規定による届け出をせず、又は、虚偽の届け出をした組合員 

 



 

第 4 章  出資及び持分 

 

（出資 1口の金額） 

 第 20 条 出資 1口の金額は 5,000 円とする。 

(出資の払込み) 

第 21 条 出資は、一時に全額を払い込まなければならない。 

（延滞金） 

 第 22 条 本組合は、組合員が使用料、手数料、経費、過怠金その他組合に対する債務

を履行しないときは、履行の期限の到来した日の翌日から履行の日まで年利 10 パーセ

ントの割合で延滞金を徴収することができる。 

（持 分） 

 第 23 条 組合員の持分は、本組合の正味財産につき、その出資口数に応じて算定する。 

 2 持分の算定に当っては、100 円未満の端数は切り捨てるものとする。 

 


